
平成２９年度シラバス（書道）
学番 ７８ 新潟県立海洋高等学校

教科（科目） 芸術（書道Ⅰ） 単位数 ２単位 学年（コース） １学年（芸術選択）
使用教科書 書道Ⅰ（教育出版株式会社）
副教材等 なし

１ 学習目標
(１)国家の文化遺産の一つとしての書道の理解を深める。
(２)生徒に書道の技術を習得させて、高度の美を創造することができるようにする。
(３)生徒に書道に対する鑑賞能力を得させて、情緒的生活を豊かにさせる。
(４)書道をとおして、望ましい生活態度を身につけ、国民道徳を高めることに寄与する。

２ 指導の重点
・行書の学習：蘭亭序の古典を基調とした行書
・楷書の学習：様々な楷書
・検 定：毛筆、硬筆書写検定の合格に向けた取組

３ 学習計画
月 単元名 教 材 学習活動（指導内容） 時間 評価方法
４ 用具・用材について 文房四宝ビデオ・拓本 用具を大切にして、作品作り ６

行書の基本 の取組。
レプリカ拓本・校外拓本。

５ 蘭亭序 古典の意図、鑑賞 古典を基調とした練習 ６
６ 行書の創作 部分から全体への構成へ 表現の課程を工夫し、楽しく ８

創作ができる。
７ 漢字かな交じりの書 詩文選び、構成 詩文に向き合い、向上する心 ６

を養う。
９ 様々な楷書 書風を捉え、表現の幅を知り、 ４大家の楷書。 ６ 作品

工夫する取組
様々な楷書 書風を捉え、表現の幅を知り、 創作。 ６ 授業への取組10

工夫する取組
隷書 基本 書体を工夫した作品作りの取 ６11

組。
硬筆・毛筆書写 合格に向けて各問の取組、練習 検定に向けての問題への取 ６12

組。

１ 硬筆・毛筆書写 合格に向けて各問の取組、練習 検定実施。 ６
２ 小字教 線質について 創作力。 ６
３

計６４時間(５５分授業)

４ 課題・提出物
それぞれの学習活動ことに作品提出を指示します。

５ 評価規準と評価方法
評価は次の４観点から行います。

書への 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力
関心・意欲・態度

書の創造的活動の喜びを 書表現の諸要素を感受し、感 創造的な書表現をするため 文字や書の伝統と文化について
、 、味わい、書の伝統と文化 性を働かせながら、自らの意 に、書の効果的な表現の技 幅広く理解し その価値を考え

に関心をもち、主体的に 図に基づいて構想し、表現を 能を身に付け 表している 書のよさや美しさを創造的に味、 。
表現や鑑賞の創造活動に 工夫している。 わうことができる。
取組むことができる。
以上の観点を踏まえ
○学習状況（授業中の取組・態度）
○制作過程（工夫点）
○作品（表現力 ））
などから、総合的に判断します。

６ 担当者からの一言
温故知新・・・古典の要素を取り入れ自己の感性を生かす作品づくりを心掛けましょう。

（ ）担当：佐藤純子


